8-4-18　建設コスト縮減ＷＧ
　
1.　主な活動の記録

(1) 建設コスト縮減WGの開催

技術委員会に設置された建設コスト縮減WGは平成17年4月、全国の協会会員企業を対象に「建設コスト縮減行動事例調査（平成14～16年度）」を実施、これに基づいて事例集の分析とパンフレット「建設コスト縮減WG建設コスト縮減に向けての建設コンサルタントの取り組み～実態調査に基づくその現況と課題～」を作成し発注機関に配布しました。しかしながら収集事例が十分ではなく分野にも偏りがありました。平成18年度の建設コンサルタント白書では、協会取り組みとして「建設コスト縮減行動計画」について掲載いたしました。白書掲載に当たっては、コスト縮減の具体的取組み事例を専門の立場から分析しました。以上、平成17年度の建設コスト縮減WGでは既存の収集資料を補強するとともに、データ再整理と分析作業及び白書本文への資料提供を行いました。補強に当たっては再度の会員企業を対象とした追加調査は行わず、技術委員会における各専門委員会において、下記の追加調査を実施しています。
調査票Ａ：調査設計等における建設コスト縮減行動事例（個別案件事例）
設計法の工夫、技術開発・新技術、技術基準の見直し改訂、サービス水準見直し等に該当するコスト縮減事例を想定のうえ、適切と思われるものを収集する。但し、道路･トンネル、橋梁、河川・上下水道分野の事例調査は省略。「機械･電気」「廃棄物」「防災」3分野については該当する専門委員会がないため、各専門委員会では登録部門に加えて調査可能な事例収集をお願いした。
調査票Ｂ：ＶＥ会議等による建設コスト縮減行動事例（人的活動事例）
どのような人的活動や手続きでコスト縮減を達成したかについて調査した。

平成17年度WGでは、アンケート調査結果の取り纏め、白書原稿及び建設コスト縮減事例集作成等々のWGを6回開催しました。引き続き平成18年度WGでは、新規調査は実施していませんが、新たな視点による既往調査資料の精査等を行い、次年度白書の原稿提供を行っています。
(2) 平成19年度白書原稿要旨

コスト構造改革への提案は下記3点に集約されます。
・事業のスピードアップを目指す。

・計画・設計から管理までの各段階における最適化を図る。

・調達の最適化を推進する。

建設コンサルタントのコスト構造改革への取組みとして実施したアンケート調査より、次の点が明らかになっています。

1 国・都道府県のコスト縮減事例が多数ありますが、市町村の設計でもより一層の検討が期待されます。

2 業務段階では、詳細設計で6割、概略・予備設計で3割ですが、概略・予備設計段階での建設コスト縮減効果が大きい傾向です。今後はより自由度の大きい調査・計画や概略・予備設計に多くの縮減活動が望まれます。

3 現行技術基準の制限内で建設コスト縮減効果を上げた工夫が8割ありますが、近年の規制緩和により大きな効果を上げた事例も1割あり、今後の増加が期待されます。

(3) 建設コスト縮減事例集

平成18年5月末に発行
　　　
2.　次年度の活動について
①　さらなるコスト縮減に向けた協会活動のあり方等について検討する予定。

2 　WG報告を取りまとめ本部報告する。

（建設コスト縮減WG主査　熊谷　忠輝）

